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　当法人はこれまで地域に開かれた精神科医療や介護、障害者の社会福祉事業に取り

組んできておりますが、この4年間は特にコロナ禍に翻弄されてきました。業務負担

の過剰や人不足の中、それぞれの持ち場で職員自身は勿論、家族を含めたコロナ感染

の不安を背中に負い疲弊しながらも、努力を重ね何とか乗り越えてきました。本当に

ご苦労様でした。

　しばしストレスからの解放をはかり、気分の安定を取り戻すことは重要です。それ

でも最近の状況を振り返ってみると、今回のコロナ禍の経験のみならず、近年地球温

暖化等の影響で大規模な自然災害も頻発していることも事実です。多くの医療機関、

介護施設等が甚大な被害を受け、診療、介護の提供を継続できなくなった経験は、危

機管理と事業継続計画（Business Continuing Plan）の大きな問題が露呈しまし

た。予測できない緊急事態の対応計画により、被害の損害を最小限にとどめなければ

なりません。中核事業の継続と早期復旧を可能とすることを目的とした継続マネジメ

ント（Business Continuing Management）を備えて行かなければこれまでの努

力、蓄積も崩壊の危機を迎えてしまい、根本的な不安材料が残ります。

　これらの内容を踏まえて、新たな年に歩をすすめて行きましょう。

　当法人の特性を生かして、医療、介護、地域生活支援の体制を更に構築して、これ

からの超少子高齢化社会に於いて地域共生社会の構築を、行政やいろいろな社会資源

とも更に協力、連携を進めることで、法人内のみならず地域での医療、保健、福祉の

翼を担って行きたいと思っています。

コロナ禍を乗り越えて　新しき年へ

理事長　杉田　多喜男



明けましておめでとうございます

　2024年は辰年、向上を象徴する昇り龍を想起させられる縁起のよい干支のようで

す。当法人は医療法人ですし、龍の如き猛々しさは不要でありますが、多少はそれに

あやかって相応の維持・発展を目指していければと考えております。

　遡ってのここ数年間は新型コロナウイルスに社会が振り回される中、医療者である

私達はことさらにその影響を受けて参りました。コロナ禍において繰り返される感染

の流行は、ほとんど全ての部署・施設に押し寄せました。自らの感染リスクも負いな

がら、その対策・対応に従事してくれたスタッフ全員に心から感謝を申し上げます。

　さて、ようやく去年からはコロナ禍の制約が解かれ始めており、今年は社会がかつ

ての動きをいっそう取り戻していくことでしょう。当法人もその流れに乗り遅れない

ようにと胸を張って言いたいところではありますが、精神医療業界の厳しい現実から

目を背けるわけにはいきません。日本がいまだに多数の精神科病床を維持しているこ

とは世界において特異となっています。当然ながら国はそれを問題視しており、精神

科病床および肥大している精神科領域における医療費の削減を図っています。医療・

介護分野の運営は、国が定める診療報酬・介護報酬の枠組みにおいてしか成り立ちま

せんから、基本的には国が提示する方針を遵守するしかないわけで、他に何が出来る

かを考えたときに重要となるのが組織としての質を高めていくことではないでしょう

か。医療・介護は住民にとって必須な分野です。精神医療はその中でも特殊な領域で

はありますが、人口減少の騒がれる日本において他診療科では患者数が減っていく状

況下で、精神科の患者数だけは横ばいもしくは微増しているのです(入院患者数は

減っていますが)。ですから私達は精神医療の提供を続けていかねばなりません。提

供する医療の質を高めるためには、組織における個人が充実されなければなりません

し、そのためには私達自身が働きやすい環境も整えていく必要もあるでしょう。

　今年もよろしくお願い申し上げます。

院長　安部　俊一郎



認知症疾患医療センター5周年を迎えました
おかげさまで

　

令
和
5
年
10
月
18
日
、
横
手
市
役
所
条

里
南
庁
舎
に
て
地
域
の
方
々
や
関
係
機
関

様
を
対
象
と
し
、「
令
和
5
年
度
横
手
興
生

病
院
認
知
症
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

研
修
会
開
催
は
3
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

今
回
は
1
2
1
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

認
知
症
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

　

講
演
1
と
し
て
、
横
手
市
ま
る
ご
と
福

祉
課
、
保
健
師
の
小
野
浩
子
氏
よ
り
「
横

手
市
の
認
知
症
施
策
・
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症

基
本
法
の
成
立
に
伴
い
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
を
支
え
て
い
く

こ
と
、
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事
の
よ

う
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
2
は
、当
法
人
や
す
ら
ぎ
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
管
理
者
で
介
護
支
援
専
門
員
の
谷
藤

美
樹
氏
よ
り
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
で

認
知
症
疾

患
医
療
セ

ン
タ
ー
に

繫
が
っ
た

利
用
者
様

の
2
事
例

の
紹
介
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
３
は
、

当
院
の
作

業
療
法
士

の
佐
藤
昌

子
氏
よ
り
、

横
手
市
と

連
携
し
て

行
っ
て
い

る
認
知
症

カ
フ
ェ
に

つ
い
て
、

地
域
に
お

け
る
認
知

症
カ
フ
ェ

の
役
割
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
一
般
的
な
効
果
に
つ
い

て
、
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半

で
は
、
当
院
安
部
院
長
や
横
手
市
の
小
野

保
健
師
も
交
え
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、

認
知
症
当
事
者
か
ら
の
お
話
し
も
聞
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
院
は
秋
田
県
か
ら
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、

ち
ょ
う
ど
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

開
設
し
た
平
成
30
年
2
月
か
ら
、
令
和
5

年
3
月
ま
で
の
相
談
の
実
件
数
は
1
，

3
3
3
件
、
受
診
さ
れ
た
方
の
実
件
数
は

1
，
0
8
3
件
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

方
か
ら
相
談
を
い
た
だ
き
、
受
診
に
も
繋

が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
認
知
症
の

方
や
ご
家
族
様
、
地
域
住
民
の
方
へ
研
修

会
や
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
認
知
症
を

支
え
る
関
係
機
関
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を

構
築
し
、
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

開設から、令和 5年 3月までの
相談の実件数は 1,333 件、受診
された方は1,083件となっており
多くの方から受診をして頂いて
おります。

★相談・予約受付
　電話番号：0182-32-2078（直通電話）
FAX番号：0782-32-2091

受診される際は、かかりつけ医からの紹介状をご用意
下さい。かかりつけがない場合は、直接ご連絡下さい。
担当の相談員がお話をお伺いします。

〈5年間の受診状況〉

血管性認知症 49人レビー小体型認知症 53人

前頭側頭葉型 8人

混合型認知症 78人

軽度認知障害 69人

その他認知症 72人

正常 39人
その他
168人

アルツハイマー型
認知症 547人

64歳以下 37人
65～69歳 43人

70～74歳
107人

75～79歳
150人

80～84歳
265人

85～89歳
310人

90歳以上
171人



障がいのある方やそのご家族が、
住み慣れた地域で、自分らしく、
安心して生活できるよう支援します。

障がい者基幹相談支援センター開設しました

★相談のご案内
　TEL：0182-35-5781
　FAX：0182-35-5782
　受付時間　月～金　9:00～16:30
　mail：kikan-nozomi@kohseikai.com
〒013-0035 横手市平和町 3-30 よねやMGビル 1F（社会医療法人 興生会 地域生活支援センターのぞみ 内）

　地域生活支援センターのぞみは、この度、令和 5 年 10 月 1 日に横手市から委託を受け「横手市
障がい者基幹相談支援センター」を開設いたしました。基幹相談支援センターの主な業務として、
まず 1 つ目は「総合相談・専門相談」です。これは障がいの種別に関わらず、無料で専門職による
相談を受け付け、地域の相談員と連携を図りながら、問題解決に臨みます。２つ目は「地域の相談
支援体制の強化」です。横手市には 8 つの相談機関がありますが、助言の支援や人材育成などのレ
ベルアップを行います。3 つ目が「横手市自立支援協議会の専門部会の事務局」です。自立支援協
議会は、障がい者等の支援体制について情報を共有し、関係機関と連携を緊密にするとともに、地
域の実情に応じた体制設備について検討しています。
　これらの業務を 3 名の精神保健福祉士、社会福祉士の専門職で対応します。
基幹相談支援センターの 1 番は、ご本人やそのご家族が、自分らしく安心して生活できるような地
域づくりに尽力することです。当法人の理念「心の通う良質なサービスが提供できるよう」に、スタッ
フ一同日々学び、相談技術を向上していきたいと思います。
　「福祉サービスを利用したい」「働けず生活が苦しい」など、お困り事がありましたら、まずはお
電話でご相談下さい。また関係機関の皆様には、お困りの方がおりましたら、当相談支援センター
を紹介いただけたらと思います。皆さんに寄り添いながら一緒に伴走していく支援を実践していき
たいと思っております。お待ちしています。

←横手駅方面

清陵学院方面→

←国道 13号

松與会館
●

●
北都銀行

●横手南小学校
市役所●

●
セブン
イレブン

横手保健所
●

★

地域生活支援センターのぞみ

●ヤマザワ
　よねや商店

役割のイメージ

横手市
基幹相談支援センター 障がいに関する全ての相談窓口です

相談支援事業所への後方支援を行います

役割
1 総合相談・専門相談

社会福祉士・精神保健福祉士
・相談支援専門員など

「退院したい」「退所したい」を実現するための
体制作りをします

役割
2 地域移行・地域定着

障がいのある人の権利擁護を進めます
虐待防止の相談や通報も受け付けます

役割
3 権利擁護・虐待防止

相談支援事業所

役割
4 地域の関係機関ネットワーク化

横手市自立支援協議会・関係機関

行政機関・福祉機関・医療機関・福祉サービス事業所など

助言・指導
連携

人材育成支援

連携



①
青
菜
は
ラ
ッ
プ
で
包
ん
で
電
子
レ
ン
ジ

で
１
分
ほ
ど
加
熱
し
、
ラ
ッ
プ
を
外
し
て

氷
水
に
と
る
。
水
気
を
切
り
、
根
元
を
切

っ
て
長
さ
３
〜
４
ｃ
ｍ
に
切
る
。
玉
葱
は

縦
に
薄
切
り
に
す
る
。
し
め
じ
は
石
づ
き

を
切
り
小
房
に
分
け
る
。
鮭
は
皮
を
取
り

除
き
、
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
に
し
て
両
面

に
塩
コ
シ
ョ
ウ
し
、
小
麦
粉
を
薄
く
ま
ぶ

す
。
計
量
カ
ッ
プ
に
湯
１
カ
ッ
プ
を
入
れ
、

洋
風
ス
ー
プ
の
素
を
加
え
て
溶
か
し
、
ス

ー
プ
を
作
る
。

②
プ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
中
火
で
熱

し
、
鮭
を
入
れ
両
面
を
焼
く
。
こ
ん
が
り

と
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
取
り
出
す
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
を
サ
ッ
と
洗
っ
て
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
水
気
を
拭
く
。
バ
タ
ー
を
入

れ
て
弱
火
に
か
け
、
溶
け
た
ら
玉
葱
を
入

れ
て
炒
め
る
。
玉
葱
が
透
き
通
っ
た
ら
小

麦
粉
を
振
り
入
れ
、
弱
火
に
し
て
木
べ
ら

で
か
き
混
ぜ
な
が
ら
３
分
ほ
ど
炒
め
る
。

絶
え
ず
か
き
混
ぜ
な
が
ら
ス
ー
プ
を
２
回

に
分
け
て
加
え
、
し
め
じ
、
牛
乳
も
加
え

て
12
〜
13
分
煮
る
。
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
、

青
菜
、
②
の
鮭
を
加
え
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
少

々
で
調
味
し
て
、
器
に
盛
る
。

粗
食
や
和
食
が
健
康
的
と
は
限
ら
な
い

粗
食
や
和
食
が
健
康
的
と
は
限
ら
な
い

粗
食
や
和
食
が
健
康
的
と
は
限
ら
な
い

横
手
興
生
病
院
栄
養
科

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
由
美
子
監
修

　

和
食
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
早
十
年
。

洋
食
と
比
べ
て
和
食
は
ヘ
ル
シ
ー
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
は
そ
う
と
も
言

い
き
れ
ま
せ
ん
。健
康
的
な
食
事
と
は
、た
ん

ぱ
く
質
、脂
質
、炭
水
化
物
の
三
大
栄
養
素

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
で
き
る
か
ど
う
か
で

見
る
べ
き
で
す
。昔
な
が
ら
の
質
素
な
和
食

は
、低
カ
ロ
リ
ー
で一
見
健
康
的
に
見
え
ま
す

が
、た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
が
少
な
く
、理
想
的

な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。確
か
に
、食
事
の
欧
米
化
が
進

む
と
と
も
に
、生
活
習
慣
病
に
か
か
る
日
本

人
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
洋
食
に
含

ま
れ
る
脂
質
の
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る

割
合
が
年
々
増
加
し
、四
十
代
以
降
の
肥
満

や
メ
タ
ボ
、動
脈
硬
化
、糖
尿
病
、が
ん
な
ど

に
罹
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。で
す
が
同
時
に
、食
の
欧
米
化
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
恩
恵
に
つ
い
て
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。乳
製
品
や
肉
類
を
よ
く
摂
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、日
本
人
の
栄
養
状
態
が

改
善
し
平
均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
で
す
。和
食
、洋
食
、そ
れ

ぞ
れ
の
良
い
点
を
取
り
入
れ
て
、い
ろ
ん
な
食

材
を
適
量
ず
つ
、バ
ラ
ン
ス
良
く
組
み
合
わ

せ
て
食
べ
、賢
く
健
康
に
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。
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鮭
の
ク
リ
ー
ム
煮

★
青
菜　

１
把　

★
鮭　

２
切

★
玉
葱　

１
／
２
個　

★
し
め
じ　

１
パ
ッ
ク

★
牛
乳　

１
〜
１
と
１
／
４
カ
ッ
プ

★
洋
風
ス
ー
プ
の
素（
顆
粒
）

　

小
さ
じ
１
と
１
／
３

★
塩
こ
し
ょ
う　

少
　々

★
小
麦
粉　

大
さ
じ
２
と
１
／
２

★
サ
ラ
ダ
油　

小
さ
じ
１

★
バ
タ
ー　

大
さ
じ
１
と
１
／
２　

1.
2.

3.
4.
5.

1

6

25

月

杉田（多） 杉田（多）

小　泉 佐藤（雅）

小　林

佐藤（雅）

杉田（俊） 安　部

藤　嶋 藤　嶋

小　泉

佐藤（甫）

榊　田

安　部

小　林

2024年 2月～

杉田（俊）

佐藤（甫）

杉田（俊） 榊　田

榊　田

第1診察室

第2診察室

第3診察室

第5診察室

火 水 木 金 土


